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セッション１「何を目指した取組か」 

 

 

【ファシリテーター】 

白水 始 Shirouzu Hajime 

国立教育政策研究所 総括研究官 

 

 

 

 

中京大学で協調学習を通して大学生に認知科学を教える実践に 10 年以上従事して、

平成 24 年度より現職。次期学習指導要領改訂の基礎となる「教育課程の編成に関わ

る基礎研究」を推進する一方で、文部科学省「多様な学習成果の評価手法に関する調

査研究」の評価・推進委員や「情報活用能力調査に関する協力者会議」委員を務め、

「教員養成等の改善に関する研究」も含めて、これからの教育のための授業法、評価、

ICT 活用、教師支援を一体的に進めることをねらう。 
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日渡 円 Hiwatashi Madoka 

兵庫教育大学 教授 

元宮崎県五ヶ瀬町 教育長、元新しい学びプロジェクト代表 

 

地方教育行政の実務やマネジメントに携わってきた経験を生

かして、教育の各種施策の立案・実施・評価の在り方や教育長

の養成・支援の在り方、そして、地域と協働する学校経営につ

いて実践的な研究を進めている。 

 

1979年、宮崎市立小戸小学校主事として着任。1988年、宮崎県教育委員会に移り教職員

課、総務課に勤務。2002年からは教職員課 給与係長・教職員制度改革担当主幹を務め、

2006年に宮崎県立図書館 総務･企画課長。2007年から宮崎県五ヶ瀬町教育委員会の教育

長を4年間務める。在任中の2010年に6県9市町の教育長と「新しい学びプロジェクト」

を立ち上げ、初代代表として東京大学CoREFとの研究連携を開始した。2011年より現職。

過去の主な兼職として、文部科学省「熟議」に基づく教育政策の在り方に関する懇談会

委員、中央教育審議会教員の資質能力向上特別委員会委員。 

 

 

藤井 春彦 Fujii Haruhiko 

科学技術振興機構 主任調査員 

元埼玉県教育局県立学校部 部長 

 

 

 

 

 

1976 年、埼玉県立高等学校教諭として着任。1988 年から教育局高等学校教育課主査等

として、人事行政を担当。その後、教頭、主幹等を経て、2002 年、さいたま市立浦和南

高等学校長、2004 年、市教育委員会学校教育部参事、2005 年、高校教育指導課長、東

京大学 CoREF との連携の基礎となる「県立学校『ことば力』向上総合推進事業」に着

手。2007 年、総合教育センター所長、外部機関との連携を軸にセンターの統合・移転に

従事。2009 年、県立学校部長、CoREF との連携による「県立学校学力向上基盤形成事

業」を開始。2011 年、県立学校部参事兼総合教育センター所長、教育局、センター、学

校が一体として取り組む「未来を拓く『学び』推進事業」の立案に協力する。 
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF） 

知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業案  

 

学校名： 九重町立南山田小学校       授業者： 恒任 珠美          
 

教材作成者： 恒任 珠美          

 

授業日時 2013 年 10 月 11 日 5 時間目 教科・科目 国語 

学年・年次 5 年 児童生徒数 9 人 

実施内容 大造じいさんとがん 
本時／この内容

を扱う全時数 
５/６ 

教科書及び

教科書会社 
教育出版「ひろがる言葉」 

 

授業のねらい（本時の授業を通じて児童生徒に何を身につけてほしいか、この後どんな学習につ

なげるために行うか） 

 本単元では、狩りの対象であったがんの頭領「残雪」を「がんの英雄」に認めるに至っ

た大造じいさんの変容（残雪に対する考え方・とらえ方）を読み取る学習をする。 

 この教材は、大造じいさんががんを捕らえようとする 3 つの作戦「うなぎつりばり作戦」

「たにしばらまき作戦」「おとりがん作戦」が展開され、最後に「残雪を放す」場面が書

かれている。場面ごとの大造じいさんの作戦や実行・それに対する残雪の行動・情景描写

を、叙述に着目したり想像したりしながら、大造じいさんの残雪に対する思いや心情の変

容、生き方や本当の勇気について考えさせたい。 

 また、読み取ったことを音読や朗読として声に出して読んだり、椋鳩十の作品に関心を

持ったりし、その人物像やメッセージを感じながら読むなど豊かな読書生活につなげたい。

メインの課題（授業の柱となる、ジグソー活動で取り組む課題） 

 

 大造じいさんは、なぜ、残雪を放したのだろう。 

 

児童生徒の既有知識・学習の予想（対象とする児童生徒が、授業前の段階で上記の課題に対して

どの程度の答えを出すことができそうか。また、どの点で困難がありそうか。） 

 わかりやすく場面分けされて展開している教材である。また、大造じいさんが残雪に戦

いを挑む場面で、繰り返し情景がのべられていることから、情景描写からも人物の心情に

迫る読み方を学ばせることができるのではないかと考える。また、第３場面での【視点の

転換】は 4 年生の『ごんぎつね』で学習している内容でもあり、楽しみながら読み進める

ことができるではないかと考えられるが、学級の中に、語彙が少なく読み取りに意欲的に

なれない児童がいる。「どうして？」「なぜ？」という自分の疑問をよく発信する児童で

もある。その中には、自分の生活経験からの疑問も多い。本教材でも、「捕らえることが

目的で何年もかけて作戦を実行してきたのに、なぜ逃がしてしまったのか？」という疑問

を抱くであろう。エキスパート活動での読みやジグソー活動での交流や大造じいさんの残

雪に対する心情の読みがポイントとなるであろう。 

期待する解答の要素（本時の最後に児童生徒が上記の課題に答えるときに、話せるようになって

ほしいストーリー、答えに含まれていてほしい要素。本時の学習内容の理解を評価するための規準）

①大造じいさんの心情 ②残雪のとった行動 の 2 つの視点から、大造じいさんの人間性

や生き方・考え方を含めた内容 

（例）威厳のある残雪の姿に強く心を打たれ、英雄である残雪と正々堂々と戦いたいと思

ったから。 

（例）残雪をただの鳥ではなく、自分と対等な生き物だと考えているから。 
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各エキスパート＜対象の児童生徒が授業の最後に期待する解答の要素を満たした解答を出すため

に、各エキスパートで抑えたいポイント、そのために扱う内容・活動を書いてください＞ 

Ａ 大造じいさんの心情と作戦（赤） 

Ｂ 残雪のとった行動（青） 

Ｃ 情景描写（緑） 

 

●「うなぎつりばり作戦」「たにしばらまき作戦」「おとりがん作戦」「残雪を放した大造じ

いさん」のそれぞれの場面で各エキスパートに関わる文章事実を各自で見つける。 

●見つけたことをエキスパート活動で出し合う。 

●エキスパート活動で、その心情を話しあいワークシートに書く。 

●ジグソー活動やクロストークで、文章事実を根拠に自分の言葉（話し言葉）で伝える。

●クロストークを聞いて、自分の考えを書かせる。 

●大造じいさんの心情を円グラフで考える。 

 

ジグソーでわかったことを踏まえて次に取り組む課題・学習内容 

 読み取ったことを音読や朗読で声に出して表現する。 

 椋鳩十の他の作品に関心を持ち、そのメッセージや感じ方を想像しながら読書生活を豊

かにする。 

 

本時の学習と前後のつながり 

時間 取り扱う内容・学習活動 到達して欲しい目安 

これ 

まで 

 

〇感想・学習計画 

①「うなぎつりばり作戦」 

②「たにしばらまき作戦」 

③「おとりがん作戦」 

 

今年こそはと、様々な作戦でがんを捕らえよう

とする大造じいさんの行動と心情やそれに対

して残雪がとった行動、情景描写からわかる心

情 

本時 

 

 

④「残雪を放した大造じいさん」

『大造じいさんは、なぜ、残雪を

放したのだろう。』 

 

・晴れ晴れとした気持ちで残雪をいつまでも見

守る大造じいさんと一直線に飛び去る残雪 

・狩りの対象であったがんの頭領「残雪」を「が

んの英雄」に認めるに至った大造じいさんの変

容 

 

次時 

 

 

音読や朗読で表現しよう 作戦や心情などの臨場感が伝わるような音読

表現 

この 

後 

 

 

椋鳩十の他の作品を読もう 椋鳩十の動物に対する愛情や畏敬の念 

動物と人間の心の交流 

 
上記の一連の学習で目指すゴール 

・大造じいさんの心情の変化と残雪への思い 

・大造じいさんの生き様 

・人間と動物・生き物のかかわりをテーマにした文学教材を読む楽しさを感じる。 
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本時の学習活動のデザイン 

 

 

グループの人数や組み方 

3 人グループ。 

①段落は、授業者で分けるが、②③④段落は、児童の希望も聞きながらどの児童もＡＢＣのエキスパ

ートを経験するようにする。ジグソー活動では、児童の読みの実態を考慮して 3 人グループを作る。 

 

 

 

 

 

時間 学習活動 支援等 

（事前） 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

1５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1０分 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

5 分 

 

３段落までの大造じいさんの作戦と心情・残雪

のとった行動・情景描写から、大造じいさんの

変容を読み取っている。 

 

＜導入＞ 

・３段落までについて、簡単に振り返りをする。

・本時の課題を確認する。 

・各自音読をする。 

 

 

・本時の活動の流れを説明する。 

 

＜エキスパート活動＞ 

Ａ 大造じいさんの言動 

Ｂ 残雪の行動 

Ｃ 情景描写 

・自分の考えを書いて出し合う。 

 

 

 

 

 

 

＜ジグソー活動＞ 

・課題に対する自分たちの考えを出し合い、ま

とめる。 

 

 

＜クロストーク＞ 

・グループでまとめた考えを発表しあい聞きあ

う。 

 

＜まとめ＞ 

・「大造じいさんは、なぜ、残雪を放したのか」

クロストークを経て、自分の考えを書く。 

学習計画や前時までの読み取りの足跡がわ

かるように掲示し、振り返りの手立てとす

る。 

 

・特に、大造じいさんの心情の変化につい

て振り返りをする。 

 

・課題を提示する。 

・これまでの授業の流れと同じであること

を確認する。 

 

・４段落物語の文章事実から考えることを

伝える。 

・まず、教科書に線を引かせる。 

・「大造じいさん」⇒赤 

 「残雪」⇒青 

 「情景描写」⇒緑 

・その中から、大造じいさんの心情がより

わかるところを色分けしたワークシートに

書き、読み取った心情を書かせる。 

・各自書いた後に、エキスパートで出し合

い、話し合いをさせる。 

 

・ジグソーの中で、自分の考えを伝え合う、

出し合った考えをもとに、課題に対する自

分たちの考えを整理し、まとめさせる。 

 

・自分たちの考えを、文章事実をもとに発

表させる。 

・深まりが見られないときは、着目しきれ

ていない言葉に目を向けさせ、再度考えさ

せる。 

 

・自分の言葉でワークシートに書く。 

・学習計画に自己評価と感想を書く。 

大造じいさんは、なぜ、残雪を放した

のだろう。
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大 造 じ い さ ん と が ん 

心 情 や 様 子 が わ か る 言 葉 ・ 文 ・ 表 現 大 造 じ い さ ん の 心 情 

大 造 じ い さ ん は 、 な ぜ 、 残 雪 を 放 し た の だ ろ う 。 

「 」 場 面 を 読 み 、 
大 造 じ い さ ん の 残 雪 に 対 す る 心 情 を 読 み 取 ろ う 。 

名 前 
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF） 

知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業者振り返りシート 

授業日時/教科・単元 2013 年 10 月 11 日 / 大造じいさんとがん

授業者 恒任 珠美 教材作成者 椋 鳩十 

1. 児童生徒の学習の評価（授業前後の変化）

（１）3 名の児童生徒を取りあげて、同じ児童生徒の授業前と授業後の課題に対する解答がどのよ

うに変化したか、具体的な記述を引用しながら示して下さい。実技教科等で児童生徒の直接の解答

が取れない場合は、活動の様子の変化について記して下さい。

児童

生徒

授業前 授業後

１ がんは、頭がいい。

⇒大造じいさんではなく、がんの賢さやが

んの行動にまず、引きつけられて読んでい

った。

残雪と戦っていくにつれ、大造じいさんが残雪を思

う気持ちが大きくなっていく。

⇒授業後は、残雪ではなく、大造じいさんと残雪の

戦いや大造じいさんの心情の変化、残雪への思いの

強さを読みとっていた。

２ なぜ、がんを捕まえるのか。

なぜ、がんを食べるのか。

がんは、美味しいのか。

⇒心情には全く、気持ちが向いていない。

残雪を素晴らしいと思っている大造じいさん。

残雪がけがを治して、元気になったらまた戦いたい

と思っている大造じいさん。

⇒大造じいさんのがんに対する心情の変化を読みと

っていった。

また、この児童は、3 段落の学習後「『大造じいさん

とがん』にはまった！」とつぶやいた。

３ 2 年生の時に、カラスが頭がいいと勉強し

たけれども、がんも頭がいいことが分かっ

た。

大造じいさんが狙っていたのは、がんか残

雪か。

なぜ、たにしを５俵も集めてまで？

なぜ、銃を下したのだろう？

もう、戻ってこないのか？

最後の場面で、なぜ、大造じいさんは嬉し

いのか？

⇒これまでの、国語科の学習を想起して学

習に臨むことができている。

 書く段落の山場に目を向けて感想を持

つことができている。

大造じいさんは、残雪をひきょうなやり方で捕まえ

たくないから放した。もう一度、元気に戦いたいと

思っている。残雪のことを認め、いいやつだと思っ

ているし、また、戦うのを楽しみにしている。

⇒残雪の姿に心をうたれ、まるで人に対しているか

のように認めている大造じいさんの心情、晴れ晴れ

とした大造じいさんの様子にも迫ることができてい

る。

（２）児童生徒の学習の成果について検討して下さい。授業前、授業後に児童生徒が答えられたこ

とは、先生の事前の想定や「期待する解答の要素」と比べていかがでしたか。

 授業前には、９人中２人が「がんは、なぜ頭がいいのか。」というように、残雪の行動に着目した感

想を持ち、「何のためにがんを捕まえるのか。」という感想を持っていた児童が６人であり、大造じいさ

んの作戦ごとに感想を持つことができていた児童は１人であった。授業後は、『大造じいさん』『残雪』

『情景描写』それぞれのエキスパートで、９人全員が『残雪をまるで人のように認めている大造じいさ

ん』の心情を読みとることができていた。 
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2. 児童生徒の学習の評価（学習の様子） 

児童生徒の学習の様子はいかがでしたか。事前の想定と比べて、気がついたこと、気になったこ

とをあげてください。 

上記の３つのエキスパートを設定したものの、『情景描写』から、児童がどの程度の読みができるの

か不安でもあり楽しみでもある学習であった。しかし、児童は、各段落に１～３文程度の情景描写を見

つけ、そこから読みとれる大造じいさんの心情に迫ることができていた。 

 

3. 授業の改善点 

 児童生徒の学習の成果や学習の様子を踏まえ、次の 3 点について今回の授業の改善点を挙げて下

さい。 
（１） 授業デザイン（課題の設定、エキスパートの設定、ゴールの設定、既有知識の見積もりなど） 
（２） 課題や資料の提示（発問、資料の内容、ワークシートの形式など） 
（３） その他（授業中の支援、授業の進め方など） 
（１）授業後の児童の読みとりを見ると、課題は適切であったのではないかと考える。エキスパート活

動では、『大造じいさん』『残雪』『情景描写』の３つのエキスパートを授業者が意図的に分けずに、児

童に選択をさせる形で進めたところ、どの子も次の時間は違ったエキスパートでの学習を希望した。ま

た、『情景描写』から、心情を読みとれることを楽しみながら学習する姿があった。 

（２）①発問について 

 この授業をしながらいつも悩むところが、クロストークである。児童が、ジグソーで見つけたことを

出し合い学び合うけれども、その学びを深めることができていない場合、出し合いで終わっていいのだ

ろうかと。１段落の学習では、大造じいさんの『感嘆の声を漏らす』という表現に十分に着目できずに、

読みが深まっていない児童の実態があった。しかし、次時からの螺旋的な学習の中で正しく深まりのあ

る読みができることを想定して、その時間を終わることにした。けれども、この時間の中でこのタイミ

ングで読みを深めたいという授業展開のときには、子どもたちを揺さぶる発問が必要ではないかと考え

る。『いつ』『どんな言葉で』授業者の出番を効果的に作るのかが課題である。 

   ②ワークシートについて 

 どのエキスパートになっても同じワークシートであること、読みとったことを時には絵でも自由にか

けること、文章事実と読みとったことを矢印で結べるようなワークシートであることが大事ではないか

と考えて作成した。児童は、自分が伝えたい順番に番号をつけたり、キーワードに丸をつけたり、矢印

で結んだりしながら、自分の読みとりがわかり、友だちに伝えるためのワークシート作りができていた。

また、１段落の学習では、エキスパート・ジグソーグループでの読みを書く欄しか設けていなかったが、

２段落からは、クロストークをした後に『みんなの考えを聞いて、自分の考えを書こう』という欄を設

けた。ここでは、個人の読みの変容も把握することができた。授業者の事前準備をできるだけ少なくす

るためにも、誰でも実践できるためにも簡素化されたワークシートが作成されるといいと思う。 

（３）「知識構成型ジグソー法」の学習を他教科でも時々実践していることもあり、児童はスムーズに

移動したり活動したりすることができ、時間も無駄なく学習することができた。また、ネームプレート

を板書に位置づけたことで、席移動もスムーズにできた。本校では、算数の研究をしており、その中で

【単元の学習計画】と児童に提示している。国語科でも、これを提示し学習を進めたところ、児童が見

通しを持って活動することができた。クロストークの際は、文章事実をカードにし、それを提示しなが

ら発表させ、そのカードをもとに学習の後を掲示し、次時の学習につなげた。 

 学習を進める中で、児童から大造じいさんの残雪を『捕まえたい』という気持ちがだんだん少なくな

り、『すごいやつ』という気持ちが大きくなり、膨らんでいくという発言があり、それを心情の円グラ

フで表現することにしたことは、量的に増えるだけではなく膨らみでも表せ、視覚的にとらえることも

でき読みを深めるうえで有効であった。 

 

 

  

残雪を捕ま
えたいとい
う気持ち 

残雪をすご
いやつと思
う気持ち 

残雪を人の
ように対等
に思う気持
ち 
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学校名 : 九重町立ここのえ緑陽中学校 授業者 : 湯 浅  優

教材作成者 : 湯 `浅  優

授業日時 2013(平成25)年 11月 12日 5時間目 教科 。科目 理科

学年 。年次 1学年 児童生徒数 26人

実施内容 物質の状態変化 (粒子モデルの活用 ) 本時/この内容
を扱う全時数 4/4

教科書及び
教科書会社

大日本書籍「理科の世界」

l受業のねらい (本時の授業を通じて児童生徒に何を身につけてほしいか、この後どんな学習につ
なげるために行うか)

抽象的な (目 に見えない)現象や「なぜそうなるのか」と不思議に用える現象を理解するには困難
を伴うことがある。しかし、今後において粒子概念を取り入れて生徒にイメージ化させることがで
きれば、解決の糸□となつたりより深い理解にもつながる可能性があると考える。

そこで、本単元の「物質のすがた(状態変化)」 で、状態変化による体積や質量の変化を粒子のモ
デルを使ってイメージすることで見えないものを見ようとする力を育む一歩としていきたい。

メインの課題 (授業の柱となる、ジグソー活動で取り組む課題)

エタノールの状態変化を粒子のモデルで考えよう

児童生徒の既有矢□識・学習の予想 (対象とする児童生徒が、授業前の段階で上記の課題に対
してどの程度の答えを出すことができそうか、また、どの点で困難がありそうか)

ほとんどの生徒は水の温度が変化することによつて氷になつたり湯気が出たりと、物質の状態が
何らかの変化をするととらえている。水が氷になると体積が減ると考えている生徒が38%い る。

また、さまざまな物質や現象をモデルを使つた学習経験は、 (生徒の記憶によると)ほとんどない
ようである。今回の学習は、見えないものを見えたとして考えることでより科学的な目者を育むこ
とにつながると思われる。その導入の学習として取り組みたい。

篠泄詈⑮讐三奮景詈唇素量:増i言
『ξ搭曇盲保ぎ♀會せ言賛:F景舎骨ζ属長がI[書曇蕉IE

生徒もいる。

態警こダ璽事2辱裏晏
'Σ

ttE居こ響墜彗笙櫂雰囀I]E「詈菖][量言ξ[言暑三呈曇I唇∫惨化させて粒子モデルのイメージをつ<つ ていきた
入れた学習を繰り返し、粒子概念の形成をはかりたい6

水溶液(1年)→  化学変化(2年)→ イオン(3年 )

期待する解笞の要素 (本時の最後に児童生徒が上記の課題に答えるときに、話せるようになって
ほしいストーリー、答えに含まれていてほしい要素。本時の学習内容の理解を評価するための規準)

○物質は粒子からできている。

§讐唇[貰][:層 蒼型肩星[ぶ耕菖罰晨塁塁ぇば亀縁3る。
○状態変化によつて体積は変化するが、質量は変化しない。

Or誓墨姜が広がるだけで粒子のサイズや数は変化しない。
○状態変化において、質量は保存される。
○粒子の分布がかたよらない。

一
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各エキスパー ト<対象の児童生徒がl受業の最後に期待する解答の要素を満たした解答を出すため
に、各エキスパートでIΠえたいポイント、そのために扱う内容・活動を書いてください>

:状態変化と体積・質量
○状態変化により体積は変化するが質量は変化しない。

。本時では、前時の実験過程を受けて体積・質量の変化を調べることで結論を導き出す。

:状態変化と(液体)粒子の運動
○液体の粒子は振動している。温度が高<なると粒子の運動も激し<なる。

・小豆を水の粒子に見立てたとき、容器をゆすることで全体に広がることを観察する。
。20℃の水と80℃の水を用意し、赤インクが全体に広がる速さを観察することで温度
による水 (液体)の粒子の運動の違いを知る。

:液体と気体の粒子の状態の違い
○気体の粒子間は液体の粒子間に比べ、すきまが大きく激し<運動している。

・ピス トンを押したとき空気はおし縮めることができるが水はほとんどおし縮めることが
でない。液体の方がつまり具合が大きい。また、気体の方はピス トンをはなすと反発し
ピス トンがもとの位置までもどることから粒子が激し<運動していることを推察する。

ジグソーでわかつたことを踏まえて次に取り組む課題・学習内容

物質が水に溶ける現象を観察するとともに物質が水に溶けるようすを粒子モデルで表現すること
などを繰り返し行い、粒子概念の形成を続けていきたい。。

本時の学習と前後のつながり

B吉間 取り扱う内容・学習内容 至」達 して欲しい目安

これ
まで

「物の重さ」

(小 3理科 )

水、空気と温度」
4理科 )

「金属、
(ノ」ヽ`

閉じこめた空気をおすと、体積は小さくなるが、おし返

す力は大きくなる。閉じこめた空気はおし縮められるが
水はおし縮められない。
水及び空気は、温めたり冷やしたりすると体積が変わる。
水は温度によって水蒸気や氷りに変わる。水は氷になる
と体積が増える。

前 時 「固体・液体・気体」

「水の状態変化と体積 。質量」

身の回りの物質で状態変化する現象をあげ、同じ物質で
も状態が異なることがあることに気づかせる。また、温
度の変化により、状態変化がおこることを理解する。
水は氷になると体積は大き<なるが、質量は変化しない。

本時 「状態変化と粒子の運動」 物質が粒子でできていることを理解し、物質の状態変化
による体積や質量の変化を粒子の運動と結びつけて考え
エタノールの気化を粒子モデルで表すことができる。

次時 「状態変化と温度」 物質によつて状態変化する温度が決まつており、物質を
見分ける手がかりになる。また、沸点の違いを利用して
混合物を分離することができる。

この
後

「水溶液」 物質が水に溶ける現象を観察するとともに溶ける過程を

粒子モデルで表現する。物質が溶ける量には限度がある
こと、溶けた物質を再び取り出す方法があること、溶液
の濃度の表し方とその意味を理解する。

上記の一連の学習で目指すゴール

物質の状態変化や溶解について粒子のモデルを使つてイメージすることでより理解を深める。
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本時の学習活動のデザイン

0寺 F83 学習活動 支援等

10分

15分

10分

5分

10分 <導入>
○「袋に入れたエタノールに熱湯をかける

と袋はどうなるか」予想し、発表する。
○「演示実験」

袋に入れたエタノールに熱湯をかけ、袋
が膨らむことを確認する。

°金撃8騨悪署免I丁

`レ

21菅r化
を

○ポリ袋がる、<ら んだ理由を1～ 4から選
び記入する。

○本時の活動の流れを確認する。

<エキスパー ト活動>
各グループの席に移動する。
○資料を読んだり実験を行うことで問いに
対する答えを考える。

○お互いのデータを交換したり、お互いに
考えを出し合う。

○グループで話し合い課題に対する考えを
まとめる。

<ジグソー活動>
各班にもどる。
○班でエキスパート活動で話し合った内容

を発表し合う。
①グループで話し合ってまとめたこと「班

員に伝えよう」等を発表し合う。
②実験をしたならその内容も伝える。

○発表し合ったことをもとに、「エタノール
の状態変化を粒子のモデルで考えよう」
について考える。
①まずは自分なりのモデルを書く。
②考えを出し合い、班としてのモデルを
完成させる。

<ク ロス トーク>
○班で考えたモデルを発表し合い、間き合

。発表者は、モデル図を掲示し、どのよう
な考えでモデル化したか言葉で説明する。

<ま とめ>
○他の考えを聞いて、自分の考えを見直し

「Sヽ <ら んだ理由 1～ 4」 を再度選ぶ。

*時間があれば、変更した「エタノールの
状態変化」を粒子モデルで表す。

邸 勒 聯 ヘ
?曇居giz島皇5732ヒめあてを書
。必ずどれかを選ばせ、自分なりの予想
を立てさせる。

°
鵬 彗厄 2場だと姦客
3つのヒントを手がかりにして、考え
を出し合って課題に答えを出す (ジ グ
ソー活動)。 その後、各班で出した答
えを発表し合い (ク ロス トーク活動)、

最終的な自分の考えを出してい<。 と
いう流れで進めることを説明する。

・わかったことやわからないことをグル
ープの中で出し合う。

・グループで話し合ったことを班にもど
ったときに伝えられるように記録し準
備してお<こ とを伝える。

。エキスパート活動で行つた実験やその
結果を含め、「班員に伝えよう」をも
とに発表し合うことを伝える。

・粒子のモデルで表すとともに言葉でも
説明できるようにしてお<こ とを伝え
る。

・班で話し合った結果をもとに、班とし
ての考えを大用紙にまとめ、発表者を
決めることを伝える。

・使われたモデルの特徴や言葉に簡単な
コメントをしたり、グループ分けをす
るなどして差異への注目を促し、間き
合い(質問、意見)を支援する。

・クロストークで出された様皮な考えを
もとに最終的な判断をする。

*時間があれば、変更点をふ<め再度モ
デル化させる。(裏面)

グループの人数や組み方

026人・ ・生活班をもとに男女混合の3人または4人班 (4人 ×5班 3人×2班 計7班 )

○始業時 ;新生活班(3～ 4人班)で着席→エキスパート担当の決定→エキスパー ト席に移動→
→エキスパート活動終了→新生活班にもどってジグソー活動→クロス トーク活動→まとめ→終了
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エキスパー ト 態変化による体積 口質量について考え

■ろうの質量について調べよう。

聘獨躙
|:|』億あ翌51猾言5慮ど菫ξξ炉夢日したままはふり

ぁ当Rrig)
(3)同 じグループのメンバーの結果を交換し合う。

◆同じグループ(1班 、2班、3班)◆ 同じグループ (4班、5班、6班 、7班 )

班 1班 2班 3班 4班 5班 6班 7班

ろう (液体)g 1 g 98.Og 94.5g 96.3g 98.5g 99.2g 94.7g

ろう (団 体)g g g g g g g g

○ろうが液体から回体に状態変化するとき、質量についてどんなことが言えますか ?
～グループ∧のメンバーで話し合ってまとめてみよう～

鰊

■ ろうの体積 につ llて 調べ よう。

財続儡  自分の班のろうのようすを観察し、

11/7(液 体)      本日(固 体 )本 日 (固 体 )

真横から見たときの

上面ラインを3こ う

○ろうが液体から固体に状態変化するとき、体積についてどんなことが言えますか ?
～グループ∧のメンバーで話し合ってまとめてみよう～

輻

■前回の実験で行 った水の状態変化での体積・質量の結果勝ごうでしたか。

体積 … ( 質量 …
(

鍮膨艤胚¬しゃ水の状態変化の結果をもとに、―般的に状態変化による物質の体積・

てまとめよう。

体積の増減を図と言葉で表そう。
(ラ ップをはず してさわ って豊 よう )

真横から見たときの
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エキスパー ト

★水 を例 に液体の粒子 について考 えます。

My鮨 ～「バットの中の水」をモテルで考える

【準備物の確認】 バ ット1、 小豆 (ビ ーカーに入つている)1

小豆を入れる

「すべての物質は粒子か らできている」こと
か ら、これを粒子のモデルで行 つてみます。
水は水の粒子からできてます。水の粒子のモ

デルとしてを小豆を使います。
水の粒子 =小豆

態変化と (液 体の)粒子の運動について考え

ビーカ ーの水 を入れ る と

|∈

~~~千三三二
1//ビ

~力「

を寄せた りしてみて

ず、水のように全体

たか。また、小豆は

実は、日には見えませんが小さな小さな水の粒子は動いているのです。だから水をバ ッ ト

に入れたときに、山にな つたりせずに全体に広がつていつたのです。残念ながら粒子モデル

の小豆は水の粒子のように自ら動くことはできません。だから、小豆が動 <よ うにバ ッ トを

振動させたのです。すると水のように全体に広がつてい<こ とができたのです。

☆ 次 に水 を例 に粒 子 の 動 き と温 度 の 関係 を考 え ま す 。

1)、 赤 イ ンク (容 器 )1

2)商  赤ィンク|

↓

だ
は
ま

み

く
と
き

て

て

こ
い
え

つ
る

て
者

用
な

つ
て

と

に
が

つ

た
山
広
使

れ

た
に
を

入
し
体

ル

に
を
全
デ

ト

形
形

モ

ツ
の
の
の

バ

一
卜

子

雄

・ヵ

ル
硼

す
。

の
ビ

。
水
ま

一
は

ん
を

い

力
水

せ
れ

思

一　
。
ま

こ
と

ビ

い
り

。
い

さ
あ
す

た

↓

| ? |
全体に広がらない

(1)バ ッ トの中に小豆を適当に入れて <ださい。
*小 豆の山をつ <つ てみた り、適当にばらまいた り、片方にすべて

<ださい。
小豆 (水 の粒子モデル )は 、入れただけでは最初の状態 と何 ら変わ ら

に広が っていきません。 どうすればよいので しょうか。

(2)そ こで、バ ツ トを左右前後にゆす つてみて <だ さい。

小豆の曲はどうな りま したかしかたよ つていた小豆はどうな りま し

どんな動きを していま したか。

↓

全体 に広がる

躙祓躇涸 ～水の粒子の動きの温度による違い

【準備物の確認】 500mlビ ーカー 2 水 (水 道水 )、 熱湯 (ポ ッ ト

(1)5 0 0mlの ビーカー A、 Bを 用意 してください。
A;水 道水 (20℃ の水 )を 500ml入 れた ビーカー

B:ポ ッ トの熱湯 (80℃ の水 )を 500ml入 れたビーカー

(2)次 に、両方の ビーカーに赤インクを 2滴 ずつ入れて <ださい

かさ混ぜた りせずに 2～ 3分間程度観察 してください。

赤インクは、水の粒子の運動によ つて広が っていきます。

20℃ の水 と80℃ の水の どち らの方がはや く全体 に広が りま

したか。 この実験結果か ら、水の粒子は温度が高 いときと低
いときの どちらの方が活発に動いていると言えますか。

温度変化に よる水 (液 体)の 粒子の運動 について

20℃

話 し合 つてまとめてみ故 しよう。
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エキスパー ト 体と気体の粒子の状態について考え

鰤 ～注射器に入れた水 (液 体 )こ 空気 (気 体)の 違い

I準 備物の確認 l 注射器 (空 気用 。水用)× 2セ ット、ゴム栓 4

右図のように、水 (液 体 )を 入れた注射器と
空気 (気 体 )を 入れた注射器をそれぞれグーッ
とお してみま しょう。
(1)ピ ス トンを引いて空気を50ml吸 いこませ、

ゴム栓の穴にさ して図のように机の上に
立ててお してみま しょう。

(2)空 気のかわ りにビーカーの水を吸いこま
せ同様に して注射器をお してみよう。

◎手 ごたえに どんな違いがあ りますか。また
ピス トンが押 し戻 され るのはなぜで しょう
か。気がついたことを出 し合いま しょう。

匿ヨ
F添舷 ぶξ写ぶ「

とき｀水を入れた場合と空気を入れた場合の手 ごたえにどんな違

考えてみよう
|

◎おす力をゆるめると、ピス トンがおし戻されるのはどうしてでしょうか。

麟鰤 鰊隋%を
もとに、液体 と気体の違 いを粒子のモデル を使 つてイメー ジす るとどなるか。

{搬 曇じ普吾ダ
裏ユ2工できている」 ことを考え、下の枠内に粒子のモデルを使 つて表 し

<液体>
液体の粒子   モデル…

<気体 >
● 気体 の 粒子 モデル…○

アレープCの メンバーで話 し合い、その説明の しかたをまとめよう。

液体 口気体の状態をそれぞれの粒子のつま り具合 (集 ま り方)や その状態など
に注目 して説明 しよう」
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状態変化と粒子

年  月 日 () 1年 ()組 ( )番 名前 (

※ポリ袋の中には

エタノール以タト

は何も入つてい

ないものとする。

ポリ袋に入れた液体のエタノールに熱湯をかけてポリ袋がるヽ<らんだとき、エタノ

ールの小さな粒子たちにどんなことが起こつているでしょうか。ポリ袋がふくらん

だ理由として、あなたの考えに最も近いものは次の1～ 4のどれですか。

1.袋の中の粒子の数が増えたから。

2.袋の中の粒子一つひとつが大きくなつたから。

3.袋の中の粒子の動きが激 しくなつたから。

4.袋の中の粒子が大きな粒子から小さな粒子に分裂して

あなたの考え(予想)

散らばつたから。

(1)A～ Cの各グループごとに分かれて実験や資料をもとに課題に対する答えを考えよう。

(2)各班にもどり、グループlA～助でまとめたこと(「班員に伝えよう」を中lbに)を発表し含い、

状態変化と粒子の関係についてわかつたことを記入しよう。

(3)エ タノールに熱湯をかけたときの状態変化 (液体⇒気体)を粒子モデルで表そう。

織雛I濃聯潟卿脚
袋の中は液体のエタノール以外何も入つ

ていない。
一
袋に入れた液体のエタノール

の粒子を○で表 している。
1

|ド

液体

説明文|～上のモデル図(粒子について)を 「熱湯をかけると」に続く言葉で具体的に説明しよう。

熱湯をかけると、

(4)エタノールに熱湯をかけたときの状態変化 (液体→気体)の粒子モデルを班で考えよう。

(5)班 で考えた粒子のモデルを発表 し含い、考え方を深めよう。

★反だちや他の班の者えを聞いて、考えが変われば裏の枠の中に書

き直そう。
■           すa

考 え
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魃 蝠
袋の中は液体のエタノール以外何も入つ

ていない。袋に入れた液体のエタノール

の粒子を○で表している。
|

t,1二
1.

 
18



東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）
知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業者振り返りシート

授業日時/教科・単元 2013年11月12日 / 理科・物質の状態変化

授業者 湯 浅 優 教材作成者 湯 浅 優

1. 児童生徒の学習の評価（授業前後の変化）
（１）3 名の児童生徒を取りあげて、同じ児童生徒の授業前と授業後の課題に対する解答がどのよ

うに変化したか、具体的な記述を引用しながら示して下さい。実技教科等で児童生徒の直接の解答

が取れない場合は、活動の様子の変化について記して下さい。

（２）児童生徒の学習の成果について検討して下さい。授業前、授業後に児童生徒が答えられたこ

とは、先生の事前の想定や「期待する解答の要素」と比べていかがでしたか。

前時の授業では、すべての物質は見ることができないほどとても小さな粒子からできていることを学

習した（参考に金原子の集まりの写真を見せた。）。本時の授業では、はじめにエタノール入りのポリ袋

に熱湯をかけ、袋がふくらんでいく様子を見させた。その後、４つの仮説から自分の考えに最も近いも

のを個人ごとに選ばせた。（1.袋の中の粒子が増えたから。2.袋の中の粒子一つひとつが大きくなった

から。3.袋の中の粒子の動きが激しくなったから。4.袋の中の粒子が大きな粒子から小さな粒子に分裂

して散らばったから。）生徒の考えは、１～４ほぼ同数ぐらいに分かれた。直接見ることができない世

界なので生徒の想像力をかきたてるような学習になれば、さらに授業も盛り上がるのではないかと思っ

た。授業後は、熱湯に入れたインクの動きで、粒子が激しく動くというイメージをもつ子どもが増えた。

しかし、最初に行った演示実験の印象が強く、「ふくらむ・大きくなる」というイメージが残り、粒子

一つひとつが大きくなるというイメージを持つ生徒も数名いた。

授業後授業前児童

生徒

３を選択

・エキスパートＡの実験で体積が変わらなかった

し、エキスパートＢの実験では熱湯に入れると

すぐにインクが広がったことから粒子が激しく

動いたのだと思った。

２を選択１

３を選択

・３番になったのは、エキスパートＢの実験から水

(２０℃)とお湯(８０℃)にインクを２滴たらした

ら、お湯の方がはやく広がったから

３を選択２

２を選択

・袋の中の粒子が大きくなってポリ袋がふくらん

だから。

４を選択３
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2. 児童生徒の学習の評価（学習の様子）
児童生徒の学習の様子はいかがでしたか。事前の想定と比べて、気がついたこと、気になったこ

とをあげてください。

どのエキスパート活動にも１つ以上の実験を準備し興味関心を高めようとした。また、実験結果から

どんなことが言えるか・考えられるかをグループ内のみんなでまとめ上げる過程の中で、生徒一人ひと

りが徐々に自分自身の考えを持つようになればと思った。

本校の生徒にとって、「エキスパート活動⇒ジグソー活動⇒クロストーク」という流れの授業(協調学

習)は始めてのことである。活動の流れに不安を感じ、生徒が戸惑うことが予想された。同じグループ

の生徒同士で声をかけ合いながら活動をすすめていくことにした。配時計画については、私自身そして

生徒も慣れていないこともあり設定を大幅にオーバーしてしまった。

また、各エキスパート活動での課題(２つ～３つ)が多すぎて、考える時間に予想以上にの個人差広が

ってしまった。課題は多くて１つか２つが適当と思われる。

3. 授業の改善点
児童生徒の学習の成果や学習の様子を踏まえ、次の 3 点について今回の授業の改善点を挙げて下

さい。

（１） 授業デザイン（課題の設定、エキスパートの設定、ゴールの設定、既有知識の見積もりな

ど）

（２） 課題や資料の提示（発問、資料の内容、ワークシートの形式など）

（３） その他（授業中の支援、授業の進め方など）

（１）エキスパート活動での課題が少し多すぎた。エキスパート活動に一部小学校の復習をかねた実験

をとり入れた。思考がつながった生徒もいて意義はあったが、既習事項のため、実験結果を予想

でき、学習意欲が低下した生徒もいた。既習事項を扱うときにはひと工夫が必要かもしれない。

（２）粒子モデルの導入には工夫が必要である。生徒にとって物質の状態をモデルで表すということは

ほぼはじめての試みである。事前アンケートでは、物質を粒子で表すという感覚はほとんどなく、

固体は「何かのかたまり」的な表現、液体は「何かが流れる」的な表現、気体は「何もない・け

むり」的な表現(目に見えないからかも・・・)で表す生徒がほとんどであった。そういった状況

を考えると、課題に対する選択肢(１～４)をモデルで表現したことは生徒がイメージ化する(思

考)ときに大いに手助けとなったのではないかと思う。また、このことで粒子モデルでの表現の

しかたを知ったので、授業の後半で生徒が「気体のエタノールのモデル化」するときの意欲にも

つながったのではないかと思う。

（３）時間配分は、課題の量や生徒の実態を考慮すると失敗したと思う。エキスパート活動の課題が多

すぎて生徒一人ひとりの思考の時間を確保することができなかった。しかし、多くの生徒が最後

まで思考を連続させようと努力してくれたことで救われた。

クロストークでは、グループごとにモデル化した図をもとに「熱湯をかけると、粒子にどんなこ

とが起きたか」を発表し合った。この段階では、大きく分類して「粒子が大きくなった」「粒子

が分裂して小さくなって散らばった」「粒子の動きが活発になった」の３つの考えになった。

そして、この発表を聞いて再度自分自身の考えを整理させた。

最終的には、

授業前 １⇒ ２人 ２⇒ ９人 ３⇒ ７人 ４⇒ ７人 欠席１

授業後 １⇒ １人 ２⇒ ５人 ３⇒１９人 ４⇒ ０人 欠席１

となった。
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF） 

知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業案  

 

学校名： 飯塚市立片島小学校      授業者：    馬 場   敬 子     
 

教材作成者：  馬 場   敬 子         

 

授業日時 平成25年10月２１日（月） 教科・科目  国 語 

学年・年次 第 2 学年 児童生徒数  ２８名 

実施内容 
単元 ものがたりを読んで音読劇をしよう 

「お手紙」 
本時／この内容

を扱う全時数 
７／１２ 

教科書及

び教科書

会社 
光村図書「こくご 二下 赤とんぼ」 

 

授業のねらい（本時の授業を通じて児童生徒に何を身につけてほしいか、この後どんな学習につ

なげるために行うか） 

◎ かえるくんとがまくんの役割読みや挿絵を手がかりに二つの読みの課題（○三度繰り

返される「かたつむりくんはまだやってきません。」のかえるくんの行動の様子からが

まくんの気持ちの変化を読み取ろう。○初めと終わりの場面を比べてお手紙を待つ二人

の気持ちの変化を読み取ろう。）から、場面の様子について、登場人物の行動や会話を

中心に想像を広げながら読み、声の出し方などを工夫して音読劇をすることができる。

○「お手紙」を読んで自分の経験と結び付けて、感想を発表し合うことができる。 

・ 経験したことから書くことを決め、もらった人がうれしくなるような手紙を書くこと

 ができる。 

・ 同じ作者のシリーズを並行読書することを通して、楽しんで読書をしようとする態度

を育てる。 

メインの課題（授業の柱となる、ジグソー活動で取り組む課題） 

かえるくんの行動の二つの様子から、がまくんの気持ちの変化を読み取ろう 

児童生徒の既有知識・学習の予想（対象とする児童生徒が、授業前の段階で上記の課題に対して

どの程度の答えを出すことができそうか。また、どの点で困難がありそうか。） 

 事前に、物語を読む場合の指導と実態調査を兼ねて既習学習の「スイミー」をもとに物

語の設定（時間や場所、登場人物、中心人物、事件）などの構成要素の理解を試みている。

 学習前に読み聞かせをした。直後の実態調査（構成要素）では、時間１８％、場所 60％、

登場人物８９％、中心人物７４％、事件２５％、あらすじ１７％の理解であった。 

① さし絵の並び替えで場の設定を確かめさせ、物語の構成要素を大体理解できている。

② 一つ目の課題：三度繰り返されるキーワード「かたつむりくんはまだやってきません。」

のかえるくんの行動の二つの様子（「見ました」「のぞきました」をエキスパート活動

で読むことで、がまくんの心の変容（ベッドから窓の方へ）を読み取る学習をする。 

③ 次時では、二つの場面を比べることで、二人の心の変容を読み取らせたい。エキスパ

ート活動を二人の視点で読み取らせ、どうジグソー活動につなぐかがポイントになる。

期待する解答の要素（本時の 後に児童生徒が上記の課題に答えるときに、話せるようになって

ほしいストーリー、答えに含まれていてほしい要素。本時の学習内容の理解を評価するための規準）

①まどからゆうびんうけを見ました。②まどからのぞきました。から、かえるくんの気

持ちや叙述をもとに、中心人物であるがまがえるくんの心の変容を読み取る。 

（例）がまがえるくんが、一度も手紙をもらえないので「いやだよ。」「あきあきしたよ。」

  とベッドで寝ていたのが、キーワードの読みを通して「どうして、…ずっとまどの外

を見ているの。」「きみが」「ああ。」と手紙をうれしく待つ気持ちに変わっている。
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各エキスパート＜対象の児童生徒が授業の 後に期待する解答の要素を満たした解答を出すため

に、各エキスパートで抑えたいポイント、そのために扱う内容・活動を書いてください＞ 

＜課題１＞○三度繰り返される「かたつむりくんはまだやってきません。」のかえるくん

の行動の様子の違いから、がまくんの心の変容を読み取る。 

エキスパートＡ：かえるくんは、まどからゆうびんうけを見ました。 

エキスパートＢ：かえるくんは、まどからのぞきました。 

＜課題２＞○ はじめの場面と終わりの場面を比べさせ、①かえるくん ②がまくん

の二つの視点から、二人の心の変容を読み取り、キーセンテンスにまとめる。

エキスパートＡ：二つの場面を記述をもとに比べ、かえるくんの気持ちを読み取る。 

エキスパートＢ：二つの場面を記述をもとに比べ、がまくんの気持ちを読み取る。 

ジグソーでわかったことを踏まえて次に取り組む課題・学習内容 

文章全体の叙述や挿絵さらに動作化から、エキスパート活動で読み取ったかえるくんの

行動の二つの様子の違いを出し合わせることで、ジグソー活動の課題「中心人物であるが

まくんの心の変容」を読み取る。 

（例）がまくん（中心人物）が手紙を一度ももらったことがなくて、はじめは手紙を待つ

時間をあきらめた気持ちでベッドに寝ていたけれど、途中かえるくんの行動が気になり

出し、かえるくんががまくんに手紙を書いてくれたこと（事件）を知って、さいごは、

かたつむりくんがもってきてくれる手紙をうれしい気持ちで待っている話 

本時の学習と前後のつながり 

時間 取り扱う内容・学習活動 到達して欲しい目安 

これ 

まで 

・（事前）物語の読み方を知る。 

 「お手紙」読みの実態調査 

・初発の感想を書く。・役割読み 

・挿絵をもとにあらすじをつかむ。 

・物語の設定がわかる。（時・場所・登

場人物・中心人物・事件など） 

・物語のあらすじをつかみ、地の文と会

話文を理解し、役割読みができる。 

本時 

・三度繰り返される「かたつむり 

くんはまだやってきません。」 

のかえるくんの行動の様子から 

がまくんの心の変容を読み取る。 

・書かれているかえるくんの行動の様子

から、かえるくんの気持ちやそれを見

ているがまくんの心の変容について

想像を広げて読むことができる。 

次時 

・はじめの場面と終わりの場面を 

比べさせ、①かえるくん②がま 

くんの二つの視点から、二人の 

心の変容を読み取る。 

・ジグソー活動で二人の心の変容を読み

取る。クロストークで「お手紙」がど

んな話かを、二人の心の変容をキーセ

ンテンスにまとめて交流する。 

この後 

・経験したことから書くことを決 

め、もらった人がうれしくなる 

ような手紙を書くことができる。 

・登場人物や友達に手紙を書くことを通

して楽しみながら自分の気持ちを伝

え交流する楽しさを感じ取る。 

その後 

・学習を通して声の出し方などを 

工夫して音読劇をすることができる。

・「ふたりはシリーズ」の読書会をし、

好きなところを紹介する。 

・単元を貫く役割読みを通して、音読劇

へと向かわせる。 

・並行読書した「ふたりはシリーズ」の

好きなところを読書会で紹介できる。
 
上記の一連の学習で目指すゴール 

◎ 単元を通した言語活動かえるくんとがまくんの役割読みや、並行読書、挿絵を手がか

りにした二つの読みの課題（○三度繰り返される「かたつむりくんはまだやってきません。」

のかえるくんの行動の二つの様子からがまくんの気持ちの変化を読み取ろう。○初めと終

わりの場面を比べてお手紙を待つ二人の気持ちの変化を読み取ろう。）から、場面の様子に

ついて、登場人物の行動や会話を中心に想像を広げながら読み、声の出し方などを工夫し

て音読劇をすることができる。 
  

「
ふ
た
り
は
シ
リ
ー
ズ
」
の
並
行
読
書 
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前時の学習活動のデザイン 

時間 学習活動 支援等 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

1５分 

 

 

 

 

1０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1０分 

 

 

 

１ 三回繰り返されるキーワード「かたつ

むりくんはまだやってきません。」の 

かえるくんの行動の様子の違いを比較 

し、がまがえるくんの気持ちの変化を読

み取るという本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

２ エキスパート活動ＡとＢをする。 

エキスパートＡ①「見ました。」から、

かえるくんの気持ちを読み取る。 

エキスパートＢ②「のぞきました。」 

から、かえるくんの気持ちを読み取る。

３ ジグソー活動で、課題に対する自分 

たちの考えを出し合い、中心人物である

がまくんの気持ちの変化をまとめる。 

 

 

４ クロストークで、グループでまとめ 

た考えを発表し合い、読みを深める。 

 

 

 

 

 

 

（予想されるがまくんの気持ちの変化） 

がまくんは、はじめは手紙が来ないのであきら

めた気持ちでベッドに寝ていたけれど、途中かえ

るくんの行動が気になり出し、かえるくんががま

くんに手紙を書いてくれたこと（事件）を知って、

さいごはかたつむりくんがもってきてくれる手紙

をうれしい気持ちで待っている話 

５ 本時学習のまとめをする。 

(1) かえるくんやがまくんに手紙を書く。

(2) 学習をふり返り、自己評価する。 

 

○ ①ゆうびんうけを見ました。②の

ぞきました。の二つの視点から、か

えるくんの気持ちを考えさせるこ

とで、中心人物の心の変容を読み取

るめあてを持たせる。 

 

 

 

○ かえるくんの行動の二つの様子

（①見ました。②のぞきました。）

をもとに動作化し読み比べさせ、か

えるくんの気持ちを読み取らせる。

 

◯ エキスパートＡ（見ました） エ

キスパートＢ（のぞきました）のか

えるくんの気持ちを書き、叙述をも

とに交流させることで、がまくんの

心の変容を読み取らせる。 

○ ジグソー活動で、かえるくんの行

動の様子の違いから読み取ったか

えるくんの気持ちや叙述をもとに、

①「いやだよ。」「あきあきしたよ。」

①「そんなことあるものかい。」…

①「ばからしいこと、言うなよ。」

①～②「どうして、…ずっとまどの

外を見ているの。」 

②「きみが」「ああ。」 

叙述をもとに読み取ったがまく

んの心の変容をグループに発表さ

せ、クロストークする中で、交流し

た中心人物であるがまくんの気持

ちの変化について読みとらせる。 

 

○ クロストークをもとに、かえるく

んやがまくんに手紙や分かったこ 

とを書かせることで、中心人物で 

あるがまくんの心の変容の読み取

りについて自己評価をさせる。 

 

グループの人数や組み方 

前時も本時も、読みの実態を考えながらグループ編成をする。 

＜エキスパート活動  グループ編成＞ 

（エキスパート活動Ａグループ：２人×７，エキスパート活動Ｂグループ：２人×７） 

＜ジグソー活動  グループ編成＞  

４人（エキスパート活動Ａ２人，エキスパート活動Ｂ２人）×７グループ【Ａ＋Ｂ】 

 

（ジグソーの課題） 

かえるくんの行動の二つの様子から、がまくんの気持ちの変化を読み取ろう。 

① 「がまくんは、ベッドで お昼ねを 

していました。」 

② がまくんは、かえるくんと窓のとこ 

ろにいる。 
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ジ グ ソ ー 活 動     二 年  名 前 （           ） 
○ 書 い て あ る こ と か ら 、 が ま く ん の 気 も ち の へ ん か を 書 こ う 。 

（ ベ ッ ド に ね て い た が ま く ん ） 

（ は じ め ） 

 

 

（ ま ど の と こ ろ に 、 か え る く ん と い る が ま く ん ） 

 

 

 

★ （ ） ペ ー ジ の 「 ど の 言 葉 か ら 」 考 え ま し た 。 （ 例 が ま く ん の 「 あ あ 」 ） 

○ が ま く ん や か え る く ん に 、 お 手 紙 を 書 こ う 。 

 

 

 

 

 

☆ 「 お 手 紙 」 の 三 回 く り か え さ れ る こ と ば 「 か た つ む り く ん は 、 ま だ や っ て き ま

せ ん 。 」 や 書 い て あ る こ と か ら 、 が ま く ん の 気 も ち の へ ん か が わ か り ま し た か ？ 

※ か お の ひ ょ う じ ょ う や 文 し ょ う で 、 が ま く ん の 気 も ち の よ み と り に つ い て 、 じ こ ひ ょ う か し ま し ょ う 。 

 

 

 

                        

気 も ち だ っ た の が 、 

 

                        
気 も ち に な っ た 。 
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF） 

知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業案  

 

学校名： 飯塚市立片島小学校      授業者：    馬 場   敬 子     
 

教材作成者：  馬 場   敬 子         

 

授業日時 平成25年10月２４日（木） 教科・科目  国 語 

学年・年次 第 2 学年 児童生徒数  ２８名 

実施内容 
単元 ものがたりを読んで音読劇をしよう 

「お手紙」 
本時／この内容

を扱う全時数 
９／１２ 

教科書及

び教科書

会社 
光村図書「こくご 二下 赤とんぼ」 

 

授業のねらい（本時の授業を通じて児童生徒に何を身につけてほしいか、この後どんな学習につ

なげるために行うか） 

◎ かえるくんとがまくんの役割読みや、挿絵を手がかりに、二つの読みの課題（○三度

繰り返される「かたつむりくんはまだやってきません。」のかえるくんの行動の様子か

らがまくんの気持ちの変化を読み取ろう。○初めと終わりの場面を比べてお手紙を待つ

二人の気持ちの変化を読み取ろう。）から場面の様子について、登場人物の行動や会話

を中心に想像を広げながら読み、声の出し方などを工夫して音読劇をすることができる。

○「お手紙」を読んで自分の経験と結び付けて、感想を発表し合うことができる。 

・ 経験したことから書くことを決め、もらった人がうれしくなるような手紙を書くこと

 ができる。 

・ 同じ作者のシリーズを並行読書することを通して、楽しんで読書をしようとする態度

を育てる。 

メインの課題（授業の柱となる、ジグソー活動で取り組む課題） 

初めと終わりの場面を比べて、お手紙を待つ二人の気持ちを読み取ろう 

児童生徒の既有知識・学習の予想（対象とする児童生徒が、授業前の段階で上記の課題に対して

どの程度の答えを出すことができそうか。また、どの点で困難がありそうか。） 

 事前に、物語を読む場合の指導と実態調査を兼ねて既習学習の「スイミー」をもとに物

語の設定（時間や場所、登場人物、中心人物、事件）などの構成要素の理解を試みている。

 学習前に読み聞かせをした。直後の実態調査（構成要素）では、時間１８％、場所 60％、

登場人物８９％、中心人物７４％、事件２５％、あらすじ１７％の理解であった。 

① さし絵の並び替えで場の設定を確かめさせ、物語の構成要素を大体理解できている。

② 一つ目の課題：三度繰り返されるキーワード「かたつむりくんはまだやってきません。」

のかえるくんの行動の２つの様子から、がまくんの心の変容を読み取る学習をしている。

③ 本時では、二つの場面を比べることで、二人の心の変容を読み取らせたい。エキスパ

ート活動を二人の視点で読み取らせ、どうジグソー活動につなぐかがポイントになる。

期待する解答の要素（本時の 後に児童生徒が上記の課題に答えるときに、話せるようになって

ほしいストーリー、答えに含まれていてほしい要素。本時の学習内容の理解を評価するための規準）

①がまくん②かえるくんの二つの視点から、はじめの場面と終わりの場面を比べさせ、

二人の心の変容を読み取る。 

（例）がまくん（中心人物）が、かえるくんが書いてくれた手紙を待つ（事件）ことで、

  はじめは手紙を一度ももらったことがなくて悲しい気持ちだったのが、手紙を届けて

くれるかたつむりくんを二人で待つ幸せな気持ちになり友情が深まる話 
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各エキスパート＜対象の児童生徒が授業の 後に期待する解答の要素を満たした解答を出すため

に、各エキスパートで抑えたいポイント、そのために扱う内容・活動を書いてください＞ 

＜課題１＞○三度繰り返される「かたつむりくんはまだやってきません。」のかえるくん

の行動の２つの様子から、がまくんの気持ちの変化を読み取る。 

エキスパートＡ：かえるくんは、まどからゆうびんうけを見ました。 

エキスパートＢ：かえるくんは、まどからのぞきました。 

＜課題２＞○はじめの場面と終わりの場面を比べさせ、①かえるくん②がまくんの二つの

視点から、二人の心の変容を読み取り、キーセンテンスにまとめる。 

エキスパートＡ：二つの場面を記述をもとに比べ、かえるくんの気持ちを読み取る。 

エキスパートＢ：二つの場面を記述をもとに比べ、がまくんの気持ちを読み取る。 

ジグソーでわかったことを踏まえて次に取り組む課題・学習内容 

文章全体の叙述や挿絵から、エキスパート活動で読み取った二人の気持ちの違いを出し

合わせることで、 

ジグソー活動の課題：二人の心の変容を読み取り、キーセンテンスにまとめる。 

（例）がまくん（中心人物）が手紙を一度ももらったことがなくて、はじめは手紙を待

つ時間を悲しい気持ちでげんかんの前で待っていたけれど、かえるくんががまくん

に手紙を書いてくれたこと（事件）がわかり、さいごは二人で幸せな気持ちでかた

つむりくんがもってきてくれる手紙を待っている話 

本時の学習と前後のつながり 

時間 取り扱う内容・学習活動 到達して欲しい目安 

これ 

まで 

・（事前）物語の読み方を知る。 

 「お手紙」読みの実態調査 

・初発の感想を書く。・役割読み 

・挿絵をもとにあらすじをつかむ。 

・物語の設定がわかる。（時・場所・登

場人物・中心人物・事件など） 

・物語のあらすじをつかみ、地の文と会

話文を理解し、役割読みができる。 

前時 

・三度繰り返される「かたつむり 

くんはまだやってきません。」 

のかえるくんの行動の様子から 

がまくんの心の変容を読み取る。 

・書かれているかえるくんの行動の様子

から、かえるくんの気持ちの変化やそ

れを見ているがまくんの気持ちにつ

いて想像を広げて読むことができる。

本時 

・はじめの場面と終わりの場面を 

比べさせ、①がまくん②かえる 

くんの二つの視点から、二人の 

心の変容を読み取る。 

・ジグソー活動で二人の心の変容を読み

取る。クロストークで「お手紙」がど

んな話かを、二人の心の変容をキーセ

ンテンスにまとめて交流する。 

次時 

・経験したことから書くことを決 

め、もらった人がうれしくなる 

ような手紙を書くことができる。 

・登場人物や友達に手紙を書くことを通

して楽しみながら自分の気持ちを伝

え交流する楽しさを感じ取らせる。 

この後 

・学習を通して声の出し方などを 

工夫して音読劇をすることができる。

・「ふたりはシリーズ」の読書会をし、

好きなところを紹介する。 

・単元を貫く役割読みを通して、音読劇

へと向かわせる。 

・並行読書した「ふたりはシリーズ」の

好きなところを読書会で紹介できる。
 
上記の一連の学習で目指すゴール 

◎ 単元を通した言語活動かえるくんとがまくんの役割読みや、並行読書、挿絵を手がか

りにした二つの読みの課題（○三度繰り返される「かたつむりくんはまだやってきません。」

のかえるくんの行動の様子から気持ちの変化を読み取ろう。○初めと終わりの場面を比べ

てお手紙を待つ二人の気持ちの変化を読み取ろう。）から、場面の様子について、登場人物

の行動や会話を中心に想像を広げながら読み、声の出し方などを工夫して音読劇をするこ

とができる。 
  

「
ふ
た
り
は
シ
リ
ー
ズ
」
の
並
行
読
書 
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本時の学習活動のデザイン 

時間 学習活動 支援等 

５分 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

1５分 

 

 

 

 

 

1０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1０分 

 

 

 

１ 二つの場面を比較し、本時のめあて 

をつかむ。 

 

 

 

 

２ エキスパート活動ＡとＢをする。 

エキスパートＡ：二つの場面を比べ、 

がまくんの気持ちを読み取る。 

エキスパートＢ：二つの場面を比べ、 

かえるくんの気持ちを読み取る。 

 

３ ジグソー活動で、課題に対する自分 

たちの考えを出し合い、二人の気持ちの

変化をキーセンテンスにまとめる。 

 

 

 

４ クロストークで、グループでまとめ 

た考えを発表しあい、どんな話である 

かについて読みを深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時学習のまとめをする。 

(1) かえるくんやがまくんに手紙を書く。

(2) 学習をふり返り、自己評価する。 

 

○ ①がまくん②かえるくんの二つ

の視点から、二人の心の変容を読み

取るめあてを持たせる。 

 

 

 

○ 二つの場面を叙述をもとに比べ、

二人の気持ちの変化を読み取る。 

   書いてあることをもとに、がまく

んの視点とかえるくんの視点から

二人の心の変容をつかませる。 

 

○  エキスパートＡ（かえるくんの視

点） エキスパートＢ（がまくんの 

視点）を交流させることで、二人の

心の変容からどんなお話かをキー 

センテンスにまとめ交流させる。 

 

○ ジグソー活動で二つの場面を比

べてグループに発表させ、まとめた

キーセンテンスをクロストークで、

交流させることで、二人がどうなる

話かについて読みを深めさせる。 

○ かえるくんの行動、三度繰り返さ

れるキーワード「かたつむりくんは

まだやってきません。」、「ああ」

等、叙述から二つの場面をつない 

で、書いてあることからがまくんの

心の変容を読み取らせる。 

 

 

○ クロストークで納得したことを 

もとに、かえるくんやがまくんに、

手紙を書かせたり、分かったことを

書かせたりすることで、二人の心の

変容の読み取りについて自己評価 

をさせる。 

 

 

グループの人数や組み方 

前時も本時も読みの実態を考えながらグループ編成をする。 

＜エキスパート活動  グループ編成＞ 

（エキスパート活動Ａグループ：２人×７，エキスパート活動Ｂグループ：２人×７） 

＜ジグソー活動  グループ編成＞  

４人（エキスパート活動Ａ２人，エキスパート活動Ｂ２人）×７グループ【Ａ＋Ｂ】 

 

（ジグソーの課題）二つの場面を比べて読み、二人の気持ちの変化を読み取ろう。

はじめ二人は悲しい気持ちで手紙をげ

んかんの前で待っていたけれど、かえる

くんががまくんに手紙を書いてくれたこ

と（事件）がわかり、今では二人が幸せ

な気持ちでかたつむりくんがもってきて

くれる手紙を待っているお話

二人のなかよしの心が大きくなるお話 
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ジ グ ソ ー 活 動     二 年  名 前 （           ） 
○ 書 い て あ る こ と か ら 、 が ま く ん の 気 も ち の へ ん か を 書 こ う 。 

中 心 人 ぶ つ で あ る （             ） が 、 

じ け ん を と お し て 

（ は じ め ）                          ） に よ っ て 

（ は じ め ） 

 

 

（ い ま で は ） 

 

 

 

★ （ ） ペ ー ジ の 「 ど の 言 葉 か ら 」 考 え ま し た 。 （ 例 が ま く ん の 「 あ あ 」 な ど ） 

○ が ま く ん や か え る く ん に 、 お 手 紙 を 書 こ う 。 

 

 

 

 

☆ 二 つ の 場 め ん を く ら べ て 、 が ま く ん の 気 も ち の へ ん か が わ か り ま し た か ？ 

※ か お の ひ ょ う じ ょ う や 文 し ょ う で 、 が ま く ん の 気 も ち の よ み と り に つ い て 、 じ こ ひ ょ う か し ま し ょ う 。 

 

 

 

 

                     

気 も ち だ っ た の が 、 

 

                        

気 も ち に な っ た 話 
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ジ グ ソ ー 活 動      二 年  名 前 （           ） 
○ く ら べ て 読 ん で 、 「 お 手 紙 」 が ど ん な お 話 か キ ー セ ン テ ン ス を 書 こ う 。 

○ （ ） ペ ー ジ の 「         」 か ら 考 え ま し た 。 （ 例 が ま く ん の 「 あ あ 」 な ど ） 

（ は じ め ）                          

（ は じ め ） 

 

 

（ 今 は 、 ） 

 

 

 

 

 

 

○ が ま く ん や か え る く ん に 、 お 手 紙 を 書 こ う 。 

 

 

 

☆ 二 つ の 場 め ん を く ら べ て 、 ふ た り の 気 も ち の へ ん か が わ か り ま し た か ？ 

※ か お の ひ ょ う じ ょ う や 文 し ょ う で 、 が ま く ん の 気 も ち の よ み と り に つ い て 、 じ こ ひ ょ う か し ま し ょ う 。 

 

 

 

 

                   

気 も ち だ っ た の が 、 

 

                   

気 も ち に な っ た 話

  ふ た り 

                                な っ た 話 
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iikubo
タイプライターテキスト
【註】24日の実践を受けて設定した次時のジグソー活動のシート



東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF） 

知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業者振り返りシート 

 

授業日時/教科・単元 2013 年 10 月 21・24 日 / 国語科・物語を読んで音読劇をしよう「お手紙」     

 

授業者  馬場 敬子   教材作成者  馬場 敬子       

 

1. 児童生徒の学習の評価（授業前後の変化） 

（１）3 名の児童生徒を取りあげて、同じ児童生徒の授業前と授業後の課題に対する解答がどのよ

うに変化したか、具体的な記述を引用しながら示して下さい。実技教科等で児童生徒の直接の解答

が取れない場合は、活動の様子の変化について記して下さい。 

児童

生徒 
授業前 授業後 

１ 

Ｉ児 

・物語の設定やあらすじは、登場人物のみ

で、いつ（時）、どこで（場所）、何（事件）

などから、あらすじをつかめていない。 

 
・初発の感想 

「…かたつむりくんに（お手紙を）がまく

んのいえにもっていってもらうところが

おもしろいです。」 

⇒さし絵からで、叙述を基に想像して読ん

でいない。 

・いつ（時）は、「今」で、不十分であるが、あらす

じは、「がまくんが、お手紙をもらったことないんだ

ものによって、心が大きくかわる話」だとつかみか

けている。 

・読後の感想 

「一番心に残ったのは１３ページ１行目の『だって

ぼくが、きみにお手紙出したんだもの。』わけは、か

えるくんが、がまくんにお手紙をはやくうけとって

もらいたいからと思うからです。」 

⇒叙述を基に想像して読んでいる。 

２ 

Ｙ児 

・物語の設定は、いつ（時）「きょう」、ど

こで（場所）「がまくんの家」中心人物は

かえるくんととらえている。 

あらすじは、「かえるくんのお手紙によっ

て、こころにのこる話」とあまりつかめて

いない。 

・初発の感想 

「…かたつむりくんに（お手紙を）がまく

んのいえにもっていってもらうところが

おもしろいです。」 

⇒さし絵からの感想で、叙述を基に想像し

て読んでいない。 

・物語の設定は、いつ（時）「一日のうちのかなしい

時（お手紙をまつ時間）」、どこで（場所）「がまくん

の家」中心人物は「がまくん」ととらえている。 

あらすじは、「がまくんがかえるくんがお手紙を書く

ことによってかなしいのがうれしい気持ちになる

話」とつかんでいる。 

・読後の感想 

「一番心にのこったところは『ぼくは、こう書いた

んだ。』のところです。わけは、つらかったがまくん

に、おてがみをわたして、うれしくて、元気になっ

て、わたしは、本当にいいともだちができていいと

思いました。心がつながったいいともだちだとおも

いました。」 

⇒叙述を基に想像して読んでいる。 

３ 

Ｎ児 

・物語の設定は、いつ（時）「朝」、どこで

（場所）「げんかんの前」、登場人物のみで

中心人物はつかめていない。あらすじも無

記入である。 

 
・初発の感想 

「すきなばめんは、がまくんがお手紙をも

らったところです。わけは、はじめてお手

紙をもらって、すごくうれしそうだったか

らです。」 

⇒さし絵から想像して読んでいると思わ

れる。 

・いつ（時）「一日のうちのかなしい時」、どこで（場

所）「がまくんの家のげんかんの前」、登場人物も中

心人物も理解している。あらすじは「がまくんが、

かえるくんがお手紙を書いたことによってかなしい

気分がうれしい気持ちにかわる話」とつかんでいる。

・読後の感想 

「お手紙を読んで一番すきなところは、『だってぼく

が、きみにお手紙出したんだもの。』ということばが

すきです。わけは、一ども、お手紙をもらったこと

がないがまくんにお手紙をかくところがやさしいな

あと思うからです。」 

⇒叙述を基に想像して読んでいる。 
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（２）児童生徒の学習の成果について検討して下さい。授業前、授業後に児童生徒が答えられたこ

とは、先生の事前の想定や「期待する解答の要素」と比べていかがでしたか。 
 
＜単元前＞ 

・「スイミー」の学習を受けて、学習の手引きをもとに物語の読みについての素地を準備した。 

→「お手紙」の読み聞かせの後に、物語の設定やあらすじの実態を調べた。 

→物語の設定やあらすじの学習前の理解状況：いつ（時）18％、どこで（場所）60％、だれが（登場人

物 89％、中心人物 74％）、何（事件 25％）を通して、山場を迎え、中心人物であるがまくんがどう変

容する話などからあらすじをつかむ（17％）ことが十分でないという実態を把握した。 

→読み聞かせの後、さし絵から感じたことを感想に書いた子どもがほとんどであり、叙述を基に想像し

て読んでいる子どもが 53％と少なかった。 

 
＜実践に向けて＞ 

◯ さし絵の並び替えで場の設定を確かめさせ、物語の構成要素を大体理解できている。 

 
＜実践１・２＞ 

◯（実践１）三度繰り返されるキーワード「かたつむりくんはまだやってきません。」のかえるくんの

行動の二つの様子をエキスパート活動で読ませ、ベッドに寝ていたがまくんが起きてかえるくんと窓の

ところにくるがまくんの心の変容を読み取らせた。 

＜実践１の学習後＞ 

エキスパート活動を二人の視点で読ませ、ジグソー活動で叙述を基にがまくんの心の変容（ベッド→窓）

に気づかせ、クロストークでがまくんの心の変容（はじめ：手紙をあきらめてベッドで寝ているがまく

ん→途中：かえるくんの様子が気になるがまくん→終わり：二人で窓のところにいて、かえるくんから

手紙がくることを知り喜ぶがまくん）を読み取らせることができた。 

 
◯（実践２）二つの場面を比べさせることで、二人の心の変容を読み取らせた。 

＜実践２の学習後＞ 

エキスパート活動を二人の視点（A かえるくん、B がまくん）で読ませ、ジグソー活動で叙述を基に二

人の心の変容に気づかせ、クロストークで、二人がどうなる話かをキーセンテンスにまとめさせ交流さ

せることができた。 

＜単元後＞ 

【さし絵と叙述について】 

・ 叙述を基にした読み取りができるようになってきた。 

【物語の構成要素について】 

・ いつ（18％→78％）、どこで（60％→85％）、登場人物（89％→96％）、中心人物（74％→93％）、 

事件（25％→75％）、あらすじ（17％→82％）と伸びている。 

【初読と読後の感想の比較について】 

・ 初読ではかたつむりの行動がおもしろいとさし絵やキャラクターでの興味からおもしろいと書いて

いた子ども（４６％）が多かったが、◯ページの□行目の「親愛なるがまがえるくんへ」「ああ」な

どの言葉に着目して叙述を基に二人の思い合う気持ちが心に残ったと書く子ども（８６％）が増えた。 

 

2. 児童生徒の学習の評価（学習の様子） 

児童生徒の学習の様子はいかがでしたか。事前の想定と比べて、気がついたこと、気になったこ

とをあげてください。 

 

（実践１）課題１：三度繰り返されるキーワード「かたつむりくんはまだやってきません。」のかえる

くんの二つの行動から、がまくんの気持ちの変化を読み取ろう 

 

エキスパート活動 かえるくんの二つの行動の様子（エキスパートＡ：「まどからゆうびんうけを見ま
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した。」エキスパートＢ：「まどからのぞきました。」）から、かえるくんの気持ちを

読み取らせる。 

（手立て→窓枠を準備し動作化することで、「見ました。」と「のぞきました。」の違いを読み取らせる。） 

ジグソー活動 エキスパートＡＢを出し合わせ、１３ページの１１行目の「ああ。」などの叙述を基に、

がまくんの心の変容（①ベッドに寝ていたがまくんの気持ち、②窓から郵便受けを見た

りのぞいたりしているかえるくんが気になるがまくんの気持ち③窓のところにきてか

えるくんから手紙のことを聞いて喜ぶがまくんの気持ち）を出し合わせる。 

 

クロストーク ジグソー活動で叙述を基に読み取ったことを、クロストークしていく中で「場面の様子」

と「登場人物の行動」から、がまくんの心の変容（①はじめ：手紙をあきらめてベッド

で寝ているがまくん→②途中：かえるくんの様子が気になるがまくん→終わり：二人で

窓のところにいて、かえるくんから手紙がくることを知り喜ぶがまくん）の自分の読み

を深めさせることができた。 

 

（実践２）課題２：二つの場面を読み比べて二人の気持ちの変化を読み取ろう 

 

エキスパート活動 二人の視点（エキスパートＡ：かえるくんの気持ち、エキスパートＢ：がまくん 

の気持ち）から、二つの場面のそれぞれの気持ちの変化を読み取らせる。 

 

ジグソー活動 エキスパートＡＢを出し合わせ、１３ページの８行目の「親愛なるがまがえるくんへ」 

などの叙述を基に、①あらすじ：中心人物であるがまくんの心の変容（はじめのげん 

かんのがまくんの不幸せな気分→手紙を待つがまくんの幸せな気持ち）を読み取らせる。 

②（改善策）二人の気持ちの変化の読み取りから、二人がどうなる話かをキーセンテ 

ンスにまとめさせる。 

（子どもの様子） 

はじめ 今は 

叙述 気持ち 叙述 気持ち 

だれもぼくにお

手紙なんて… 

お手紙をもらえなくて不安

な気持ち 

とてもしあわせな 

気もち 

かえるくんにお手紙もらえて

よかったからうれしい気もち 

お手紙もらった

ことないんだ… 

早く来てほしくて不安な気

持ち 

とてもしあわせな 

気もち 

四日たっても、お手紙がくるの

が楽しみな気もち 

お手紙もらった

ことないんだ… 

お手紙もらったことがない

から、あきあきした気持ち

長いことまってい

ました。四日… 

うれしくて早く来てほしい気

もち 

がまくんはげん

かんの前に… 

お手紙をもらいたい気持ち とてもいいお手紙

だ 

不幸せな気持ちが消えて、ハッ

ピーな気もち 

 

クロストーク ①がまくんの心の変容（はじめ：お手紙をまつのはいやだ。あきあきした気持ち→ 

終わり：お手紙が来るのは楽しみな気持ち）を交流させる。 

（子どもの反応） ふたりのなかよしのこころが大きくなった。 

②（改善策）二人の気持ちの変化から、二人がどうなる話かをまとめたキーセンテ 

ンスを交流させる。 

 

◎ ＜課題＞子どもは、二人の心がどのように変容したかについて比べて読む方が、かえるくんとがま

くんというそれぞれの視点を出し合わせやすかった。二つの視点を統合して読み取らせることで、

初めと比べて、二人がどのように変わったのかという自分の読みを深めさせることができた。 

 改善策の方が、学習のゴールでつけたい読みの力（物語の設定やあらすじ、中心人物の変容、一

文で表す等）を身に付けることにつながると考える。 
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3. 授業の改善点 

 児童生徒の学習の成果や学習の様子を踏まえ、次の 3 点について今回の授業の改善点を挙げて下

さい。 
 
（１） 授業デザイン（課題の設定、エキスパートの設定、ゴールの設定、既有知識の見積もりなど） 

 
＜改善点＞10 月 24 日の授業の課題は、ジグソーの課題の設定である。 
・二つの場面の読み比べでは、エキスパートＡ：かえるくんの視点、エキスパートＢ：がまくんの

視点とそれぞれの視点で読みとっていたので、子どもの意識は、二人の気持ちがどう変わったのか

にあった。しかし、教師がゴールを意識しすぎたために、はじめのジグソーの課題は、「二つの場

面を比べて読み、がまくん（中心人物）の気持ちの変化を読み取ろう。」にしていた。 
 そこで、10 月 29 日にジグソーの課題を、「ふたりはどうなるかをくらべて読もう。」とし、叙述

に基づいて、二人がどうなる話かをキーセンテンスにまとめる学習を設定した。 
 
（２） 課題や資料の提示（発問、資料の内容、ワークシートの形式など） 

 
ジグソーの課題「ふたりはどうなるかをくらべて読もう。」とし、叙述に基づいて、二人がどうな

るのかをキーセンテンスにまとめる学習を行った。 
班 ふたりがどうなるかをくらべて読もうのキーセンテンス 
１ ふたりのしん友のこころがふかまる話 
２ ふたりとも、さいしょはかなしかったけど、とちゅうからたのしい気ぶんになる話 

３ 
ふたりはげんかんにすわっていたけど、お手紙がくるのがわかってうれしくなった話。 
友だちの友じょうがつよくなる話 

４ ふたりとも、ふしあわせな気もちがしあわせなきもちでたのしいこころになった気もち 
５ ふたりは、さいしょはいやな気ぶんだったけど、今はお手紙がたのしみな気もちになった話

６ ふたりのきずながふかまる話 
７ ふたりはとてもなかよし。がまくんとかえるくんはしんゆうだからなかよし。かえるくんが

がまくんのこころをかえた話。 

 
（３） その他（授業中の支援、授業の進め方など） 

 

（授業中の支援、授業の進め方） 

◯ かえるくんとがまくんの視点を統合させて、二人がどうなったかを読み取らせた。 

①  まず、二つの場面を読み比べ、二人の気持ちの変化をワークシ－トに書かせた後、二人が

どうなる話かをキーセンテンスにまとめさせた。 

②  つぎに、ジグソー活動で、どの言葉を根拠にしたのかを出し合わせ、ホワイトボードにま

とめさせた。一人読みをもとに、グループで二人がどうなる話かを考えさせた。 

 ③ それから、Ａ３色画用紙の縦半分に、ジグソー活動で考えた二人はどうなるかを書かせて、 

  ホワイトボードにまとめた叙述を基にキーセンテンスを説明させた。 

 

◯ エキスパートのプリントやジグソーのホワイトボードを書くのに時間がかかる。時間配分など 

を工夫していく必要がある。 

 

◯ ジグソー活動で、何を話し合えばいいのかが、よくわかっていない子どももいた。子どもがわ 

かりやすいジグソーの課題の提示が必要である。 
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構 

【新しい学びプロジェクト H2５】知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業案 

 

学校名： 飯塚市立片島小学校        授業者： 水谷 隆之          
 

教材作成者： 水谷 隆之          

 

授業日時 201３年１１月７日（木） 教科名 算数 

学年 第６学年 生徒数 3２名 

単元（題材） 場合を順序よく整理して 本時／全時数 1／９ 

 

対象（実施を想定する生徒の概要） 

男子１５名、女子１７名の計３２名。基礎・基本は身についている子が多いが、個人差がある。

知識構成型ジグソー法での学習は年間数回ずつ継続的に経験しており、活発な話し合いが期待でき

るが、論理的に説明したり、式や図を用いて簡潔・明瞭・的確にまとめたり表現したりする力に課

題がある。 

授業のねらい（教科としてのねらい，前後の授業との関連，生徒に期待する学習など） 

 いくつかのものの中から２つをとって組を作る組み合わせとその場合の数について、図や表を

用いて整理し、順序よく考えることで、全ての場合を落ちや重なりがないように調べていくことが

できるようにする。 

メインの課題（ジグソー活動の課題） 

 バニラ、チョコ、ストロベリー、レモン、ミント、まっ茶の６種類のアイスクリームの中から、

２種類を選びます。組み合わせを全部書きましょう。全部で何通りあるでしょうか。 

期待する解答の要素（課題について子どもたちに語れてほしいストーリー） 

表や図を用いて整理し、１種類目から順に調べていくと、落ちや重なりがなく全ての組み合わせ
を見つけることができる。 

組み合わせは、バ－チ、バ－ス、バ－レ、バ－ミ、バ－ま、 
チ－ス、チ－レ、チ－ミ、チ－ま、 

                ス－レ、ス－ミ、ス－ま、 
                    レ－ミ、レ－ま、 

ミ－ま。 
組み合わせの数は、５＋４＋３＋２＋１＝15 通り 

（各種類 5 通り×6÷２＝15 通りという考えが出れば、それも評価する。） 

各エキスパート＜期待する解答の要素を満たした解答を生徒がだすために，各エキスパートで抑え

てほしいポイント，そのために扱う内容・活動を書いてください＞ 

A：４チームのドッヂボールの
対戦で、表を使って整理し、
全ての組み合わせを見つけ、
試合数を求める。 

 
試合数は 
３＋２＋１＝６試合 

Ｂ：４チームのドッヂボールの
対戦で、下の図を使って整理
し、全ての組み合わせを見つ
け、試合数を求める。 

 
試合数＝線の本数になるので、
試合数は３＋２＋１＝６試合
（または 3×４÷２＝６試合） 
 

Ｃ：４チームのドッヂボールの
対戦で、下の図を使って整理
し、全ての組み合わせを見つ
け、試合数を求める。 

 
 
Ａ…３試合、Ｂ…２試合、Ｃ…
１試合で、試合数は３＋２＋１
＝６試合 
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構 

学習活動のデザイン 

配時 学習活動 指導上の留意点 

５ １ 課題をつかみ、めあてをたてる。 

① メインの課題を知る。 

② アイスクリームの組み合わせを考え、組み

合わせが何通りあるか予想する。 

③ めあてをたてる。 

 

 

○ 2 種類の順序は関係ないことを確認する。

○ ６種類のアイスのカードを掲示し、どんな

組み合わせがあるか、数人に発表させる。

○ 思いつくままだと時間がかかる上に、落ち

や重なりが出てしまうことに気付かせる。

５ ２ ＜エキスパート活動＞ 

４チームのドッヂボールの対戦で、全ての

試合の組み合わせと試合数を、３つの方法で

求める。 

A：表に整理する。 

B：グラフ化した図で整理する。 

C：樹形図をかき、基準となるチームから

順に整理する。 

 

○ メインの課題を解決するヒントを見つけ

てくることを確認する。 

○ 表や図は不完全な状態で配布し、話し合い

ながら続きを完成させることで、表や図に

表わしている内容の意味を考えさせる。 

○ 話し合いの時間を短めに設定し、報告のた

めのメモは最小限にするように指示する

ことで、表や図をもとに、できるだけ口頭

で説明を補うように仕向ける。 

10 ３．＜ジグソー活動＞ 

① エキスパート活動で分かったことを伝え

合う。 

② ①をもとに、メインの課題の組み合わせと

組み合わせ数を話し合って求める。 

③ 班の考えをホワイトボードにまとめる。 

 

○ 各エキスパート資料をメモ用として全員

に配布する。 

○ホワイトボードには図や表を用いてできる

だけ簡潔に説明を書くように指示し、言葉

で説明を補うように仕向ける。 

15 ４．＜クロストーク＞ 

① 各班の考えを仲間分けし、説明を聞きたい

班を一班ずつ選んで説明してもらう。（他

の班も付け加えがあれば説明する。） 

 

 

② それぞれの方法に、共通点があるか考え

る。 

○ 交流しやすいように、全員を黒板近くに集

める。 

○ 仲間分けや説明の手がかりとして、各エキ

スパート活動の表や図を黒板にも掲示し

ておく。 

○ それぞれの班の説明のよさを評価させる。

○ １つの項目から、順序よく整理しているこ

とに気付かせる。 

10 ５．まとめ 

① 分かったことを全体でまとめる。 

 

 

 

② アイスクリームが７種類の場合に、組み合

わせが何通りになるか考えさせる。 

 

③ 分かったことを、自分の言葉で算数日記に

まとめる。 

 

 

 

 

 

○ メインの課題の式の意味を考えさせるこ

とで、式化・一般化の見通しを持たせる。

（正確な答えを求めない。） 

 

 

次時以降ジグソーでわかったことを踏まえて取り組ませたい発展的な課題（なしでも可） 

いくつかのものの中から３つをとって組をつくるときの、組み合わせとその場合の数を求める。

グループの人数や組み方 

エキスパート班…４人×８組。（A1～A3、B1・B2、C1～C3） 

ジグソー班…４人×８組。（各班に A または C が２人になるようにする。） 

落ちや重なりがないように工夫して、全ての組み合わせを見つけよう。 

落ちや重なりがないように組み合わせを見つけるには、 

表や図を使って整理して、順序よく考える。 
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構 

＜エキスパートＡ＞     名前（                   ） 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４チームでドッヂボールの試合をします。 

どのチームも１回ずつあたるようにします。 

ひろとさんがかいた表をもとに話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 試合の組み合わせを全部かきましょう。 

 

 

 

 

全部で□試合です。 

〇 どう考えたのか、上の表をもとに説明しましょう。 

 

 

表の続きをかこう。

表の真ん中になな

め線を引いている

のはどうしてだろ

う？ 
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構 

＜エキスパートＢ＞     名前（                   ） 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４チームでドッヂボールの試合をします。 

どのチームも１回ずつあたるようにします。 

みらいさんがかいた図をもとに話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 試合の組み合わせを全部かきましょう。 

 

 

 

 

全部で□試合です。 

〇 どう考えたのか、上の図をもとに説明しましょう。 

A対Bの試合を表し

ているのは、どの線

だろう？ 
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構 

＜エキスパートＣ＞     名前（                   ） 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４チームでドッヂボールの試合をします。 

どのチームも１回ずつあたるようにします。 

つばささんがかいた図をもとに話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

〇 試合の組み合わせを全部かきましょう。 

 

 

 

 

 

全部で□試合です。 

〇 どう考えたのか、上の図をもとに説明しましょう。 

図の続きをかこう。 

Ａチーム対Ｂチームの

試 合 を 表 し て い る の

は、どの部分かな？ 
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構 

名前（                   ） 

＜問題＞ 

 ６種類のアイスクリームの中から、２種類を選びます。組み合わせを全部

かきましょう。また、組み合わせは全部で何通りできるでしょうか。 

           〔自分の考え〕 

 

 

 

 

 

 

めあて 

 

＜ノート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜まとめ＞ 

 

＜おまけ＞アイスが７種類に増えたら…？ 
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構 

名前（                   ） 

＜たしかめ問題＞ 

 
 

 
 

＜学習のふり返り・感想＞ 

 

 

 

 

 

 

 

また、組み合わせは全部で 

何通りできますか。 
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF） 

知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業者振り返りシート 

 

授業日時/教科・単元 2013 年 11 月 7 日/小６算数「場合を順序よく整理して」      

 

授業者 水谷 隆之    教材作成者 水谷 隆之     

 

1. 児童生徒の学習の評価（授業前後の変化） 

（１）3 名の児童生徒を取りあげて、同じ児童生徒の授業前と授業後の課題に対する解答がどのよ

うに変化したか、具体的な記述を引用しながら示して下さい。実技教科等で児童生徒の直接の解答

が取れない場合は、活動の様子の変化について記して下さい。 

児童

生徒 

授業前 

（６種類から２種類を選ぶ組み合わせを

求めるメインの課題に対して） 

授業後 

（５種類から２種類を選ぶ組み合わせを求めるたし

かめの課題に対して） 

１ ５×６＝３０ ３０通り 

 

 

 

 

式４×５÷２＝１０ １０通り 

私はこの学習で最初は（この問題だと）４×５だけ

にしていましたが、４×５だけだと例えば「みかん-

ぶどう」「ぶどう-みかん」などになってしまうとい

うことが、班で話して分かりました。 

２ （記述なし） 

 

 

 

 

  
３ 

 

 

（２）児童生徒の学習の成果について検討して下さい。授業前、授業後に児童生徒が答えられたこ

とは、先生の事前の想定や「期待する解答の要素」と比べていかがでしたか。 
 
○ 期待する要素については、基準を決めて順に整理するという「考え方」、表や図を用いるという「方

法」のいずれについても、おおむね期待した要素を答えることができていた。 

○ 本時は単元の導入であり、「組み合わせを順序よく整理すること」に授業のねらいをしぼって、「組

み合わせの数を式で一般化して求めること」についてはあえて主眼から外した。図や表から式を導く

班があることは想定していたが、授業ではその式の説明に踏み込みすぎないように留意した。それに

も関わらず、たしかめ問題ではほとんどの子が図や表と共に組み合わせを求める式も記述しており、

２種類の式で表している児童も数名いた。また感想の中でも、式化して簡単に組み合わせの数を求め

ることができることのよさや、「次は式の意味を明らかにしたい」などと記述している児童が複数い

た。「組み合わせの整理の考え方をもとに、組み合わせの数を式化・一般化して求める」ことまで、

多くの児童がある程度理解できていたのは、事前の想定を上回っていた。 

 

2. 児童生徒の学習の評価（学習の様子） 

児童生徒の学習の様子はいかがでしたか。事前の想定と比べて、気がついたこと、気になったこ

とをあげてください。 
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ほとんどの児童が意欲的に話し合いに参加することができていたが、クロストークではもっと

児童同士のやり取りを引き出したかった。教師の応答や発問、適切な場作りなど、もっと改善が

必要だと感じた。 
 

3. 授業の改善点 

 児童生徒の学習の成果や学習の様子を踏まえ、次の 3 点について今回の授業の改善点を挙げて下

さい。 
 
（１） 授業デザイン（課題の設定、エキスパートの設定、ゴールの設定、既有知識の見積もりなど） 
〇 教科書では「４種類から２種類を選ぶ組み合わせの整理」が最初の学習課題、「５種類から２種類

を選ぶ組み合わせの整理」が適用題であったが、本時では、メインの課題を「６種類から２種類を選

ぶ組み合わせの整理」、エキスパート活動の課題を「４種類から２種類を選ぶ組み合わせの整理」と

した。つまり教科書の学習課題をエキスパート活動に設定し、メインの課題は教科書の適用題よりも

さらに難易度を上げた。児童にとってはかなり手ごわいメインの課題が授業の導入でいきなり示され

たことになるが、「一人ではちょっと厳しいけれど、みんなでヒントを集めれば何とか解決できそう」

という意欲付け・見通しを持たせることが適切にできたと思う。 

〇 ゴールの設定については、式化・一般化まで本時のねらいとしなかったことは妥当であったと思う。

「（式の意味について）早く次の授業をしたい」という児童もいて、「次に追究したいこと」をある程

度共有する形で授業を終わることができた。単元の導入として、その後の学習の見通しを持たせる、

学習意欲を喚起するという点で、よかったと考える。 

 
（２） 課題や資料の提示（発問、資料の内容、ワークシートの形式など） 
〇 エキスパート活動で用いる表や図については、教科書に示されているものを一部変更し、樹形図を

取り入れた。樹形図はその後単元を通して思考の道具として有効に機能したので、妥当であったと思

う。 

 
（３） その他（授業中の支援、授業の進め方など 
〇 話し合いを止めるタイミングの見きわめ 

今回はエキスパート活動、ジグソー活動で時間を短めに制限し、「100%すっきり解決させないまま、

次の活動に進む」「説明したいことを全部は書かせない」という点にこだわった。「半分かり」の状態

を意図的に作り出すことで、説明する時に「考えながら話し、考えながら聞く」ことになり、建設的

相互作用が誘発されるだろうというねらいだったが、ビデオを見ると適切なタイミングとは言えなか

った班もあった。的確に話し合いを「寸止め」するタイミングの見きわめをもっと改善したい。 
〇 話し合わせる場面と書かせる場面の検討 

今回はジグソー活動の前半で、メモ用に他の班のエキスパート資料も配布したが、あまり活用され

ていなかった。図や表に書き込みながら（＝手元で操作を再現しながら）聞くことでより理解が深ま

ると考えたが、児童にとっては必要感がなかったようである。一方でホワイトボードを使って「話し

合いながら共同で操作・書き込みする」場面では、それぞれの思考が活発に働いていることが見て取

れた。知識構成型ジグソー法において、どのように「書かせる」ことが学習の助けとなるのか、今後

の検討が必要だと感じる。 
〇 「違う考え」を持つ児童の見取りと授業への活かし方の検討 

ジグソー活動では班で一旦思考を収束させるので、その過程で自分の考えが活かされていないと感

じる児童もいるはずである。その「違う考え」や「すっきりしない感」をジグソー活動中にしっかり

見取り、クロストークで適切に活かすことができれば、もっとクロストークが活性化できると考える。 
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Consortium for Renovating Education of the Future

Consortium for Renovating Education of the Future
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Consortium for Renovating Education of the Future

Consortium for Renovating Education of the Future

 
48



Consortium for Renovating Education of the Future
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Consortium for Renovating Education of the Future
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Consortium for Renovating Education of the Future
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Consortium for Renovating Education of the Future

Consortium for Renovating Education of the Future

Pellegrino, et a ., 2001, 
Knowing what students
Know.  NAPr.
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番号 実施日 所属自治体 実践を行った学校 学年 教材作成者 教科 内容
1 6月25日 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中3 相田健太郎 国語 近現代の短歌と俳句－この作品の作者は？‐
2 6月27日 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小4 馬場敬子 国語 話す言葉は同じでも‐話し方と受け止め方‐
3 10月11日 大分県九重町 町立南山田小学校 小5 恒任珠美 国語 『大造じいさんとがん』
4 10月21/24福岡県飯塚市 市立片島小学校 小2 馬場敬子 国語 『お手紙』
5 10月23日 大分県竹田市 市立久住中学校 中2 坂本佐知子 国語 『君は『最後の晩餐』を知っているか』
6 12月4日 鳥取県日南町 町立日南小学校 小5 黒見真由美 国語 『大造じいさんとがん』
7 12月5日 山口県萩市 市立大井中学校 中3 西村和子 国語 漢詩の風景
8 1月20日 大分県豊後高田市 市立真玉中学校 中2 財前由紀子 国語 『平家物語』より　「扇の的」
9 1月23日 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中3 宮崎由美江 国語 『高瀬舟』
10 2月12日 兵庫県加西市 市立泉小学校 小1 川嶋久代 国語 『どうぶつの赤ちゃん』
11 4月27日 愛知県高浜市 市立吉浜小学校 小6 間瀬智広 社会 邪馬台国はどこにあったのか
12 5月30日 愛知県高浜市 市立吉浜小学校 小6 間瀬智広 社会 聖武天皇はなぜ大仏を作ったのか
13 7月1日 山口県萩市 市立大井中学校 中3 植野健二朗 社会 高齢化社会への対応を考える
14 10月31日 和歌山県有田川町 町立吉備中学校 中2 南畑好伸 社会 近畿地方のようす
15 12月5日 愛知県高浜市 市立高浜中学校 中2 西村吉充 社会 産業革命の進展
16 2月19日 大分県竹田市 市立菅生小学校 小5 渡邊久美 算数 面積のちがいを求める
17 5月29日 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小3 萩原英子 算数 円と球
18 6月27日 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小3 萩原英子 算数 大きな数
19 7月30日 兵庫県加西市 市立泉小学校 小5 高井邦彰 算数 式と計算

20 10月29日 広島県安芸太田町 町立殿賀小学校
小56
複式

免田久美子 算数 図形の角（5年）/比例反比例（6年）

21 11月7日 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小6 水谷隆之 算数 場合を順序良く整理して
22 11月21日 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小6 名富朋美 算数 平行四辺形の面積を求める
23 12月5日 大分県竹田市 市立竹田小学校 小4 渡邊久美 算数 がい数
24 1月20日 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小3 萩原英子 算数 全体と部分に目をつけて
25 1月22日 島根県浜田市 市立波佐小学校 小2 佐々木挙匡 算数 九九をつくろう
26 6月26日 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中 中1 橋爪英雄 数学 資料の活用
27 7月16日 山口県萩市 市立大井中学校 中3 幸田洋一 数学 二次方程式の解き方
28 11月27日 島根県浜田市 市立金城中学校 中3 瀬崎慎也 数学 相似な立体の体積比
29 12月2日 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中 中1 桑岡健治 数学 平面図形
30 12月5日 山口県萩市 市立大井中学校 中1 幸田洋一 数学 基本の作図利用
31 12月10日 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中2 今田富士男 数学 三角形の合同条件
32 6月6日 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中1 原田優次 理科 気体の発生と性質‐赤い噴水の謎-
33 7月3日 ― 県立千葉中学校ほか 中1 CoREF 理科 雲ってなんだろう
34 7月16日 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小3 萩原英子 理科 風やゴムのはたらき
35 10月1日 大分県竹田市 市立竹田中学校 中1 堀公彦 理科 アルキメデスの密度の実験
36 10月23日 山口県萩市 市立大井中学校 中1 松岡美鈴 理科 水溶液の性質‐6つの水溶液の特定‐
37 10月30日 大分県竹田市 市立竹田中学校 中1 堀公彦 理科 状態変化の図式化-こぼした水はなぜなくなるか
38 11月1日 福岡県飯塚市 市立二瀬中学校 中1 大丸公平 理科 気体の発生と性質-赤い噴水の謎‐
39 11月5日 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中1 丸谷健太 理科 光‐全身を映せる鏡の大きさはどれくらいか‐
40 11月12日 大分県九重町 町立ここのえ緑陽中学校 中1 湯浅優 理科 物質の状態変化
41 11月27日 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小3 萩原英子 理科 電気で明かりをつけよう
42 11月28日 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小5 南紳也 理科 流れる水のはたらき‐川の形はなぜかわったか‐
43 12月5日 山口県萩市 市立大井中学校 中3 松岡美鈴 理科 地球の運動と天体の動き
44 10月31日 和歌山県有田川町 町立御霊小学校 小4 生駒真次 保体 小学生の健康な身体作りに適した食事って？

＊ここに掲載しているものは、新しい学びプロジェクトの参加市町における協調学習を引き起こす授業を目指した授業実践の例のうち、1
月30日現在、CoREFが把握しているものです。このほかにも多数の実践があります。
＊各実践の授業案及び教材等は、H26年3月刊行予定のCoREF活動報告書附属DVDに収録される予定です。
＊教科内の並びは実施日順。実施が複数時にわたる実践は最初の実施日を記載しています。

新しい学びプロジェクト　平成２５年度　授業実践例
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